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the university  to make  them more competent and well-qualified. Strategies against  them to build 
partnerships between practice fields and the university, and to contribute to the development of the 
social workers  in  the fields,  including collaborations of research, education and technical supports 
with evidence-based practices were discussed. 
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　分析は、卒後年数によって 5群（5年未満、5年～ 10 年、10 ～ 20 年、20 ～ 30 年、30 年～）
に分けて、卒後年数別のキャリア形成状況とニーズの特徴を分析した。また卒業生のキャリア
形成ニーズは、卒業生の標的類型（types of targets）ごとに異なる特徴があることが明らかになっ
た。そこで卒後年数（「卒後 10 年未満」「卒後 10 年以上」）に加えて、「卒後 20 年未満で育休
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に関わる離転職あり（産育休 ･離転職あり）」、「現在、教育 ･研修 ･SV 業務に従事」、「主な勤
務領域が <保健医療福祉 >（主な領域 =保健医療福祉）」、「より良いキャリア形成を考慮」、「EBP
関心度 =高い（高 EBP 関心）」という類型ごとに、キャリア形成状況とそのニーズを検討した。





EBP 関心度尺度得点が算出されたケース数は 1745 であり、平均値は 14.2、中央値は 14.0、標
準偏差は 4.3、最小値 6、最大値 24、33 パーセンタイル値 12、67 パーセンタイル値 16 であった。








　対象者の性別は女性が 67.1% であり、年齢は 20 歳代 14.4％、30 歳代 18.0％、40 歳代
16.4％、50 歳代 16.4％、60 歳歳代 18.3％、70 歳以上 12.3％であった。また卒業した課程は、
本科が 7.9％、社会福祉学部 91.7％である。卒後年数については、10 年未満 19.1％、10-20 年
























5年未満 5-10年 10-20年 20-30年 30年以上 不明
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
ソーシャルワーク(SW)業務 87 45.1 94 42.7 174 46.6 139 38.4 431 46.8 40 43.5 965 44.7
SW 以外の対人援助業務 63 32.6 79 35.9 131 35.1 96 26.5 145 15.8 16 17.4 530 24.5
教育･研修･SV業務 18 9.3 20 9.1 23 6.2 51 14.1 265 28.8 16 17.4 393 18.2
研究･評価･業務改善業務 2 1.0 2 0.9 3 0.8 8 2.2 28 3.0 2 2.2 45 2.1
管理･運営業務 3 1.6 10 4.5 15 4.0 13 3.6 107 11.6 4 4.3 152 7.0
他業務 80 41.5 74 33.6 114 30.6 156 43.1 347 37.7 27 29.3 798 36.9
職業等なし 5 2.6 5 2.3 9 2.4 10 2.8 18 2.0 6 6.5 53 2.5
ソーシャルワーク(SW)業務 93 48.2 115 52.3 172 46.1 127 35.1 176 19.1 36 39.1 719 33.3
現在の業務内容 SW 以外の対人援助業務 60 31.1 34 15.5 76 20.4 61 16.9 67 7.3 16 17.4 314 14.5
教育･研修･SV業務 19 9.8 29 13.2 54 14.5 99 27.3 188 20.4 23 25.0 412 19.1
研究･評価･業務改善業務 4 2.1 1 0.5 11 2.9 17 4.7 20 2.2 3 3.3 56 2.6
管理･運営業務 3 1.6 13 5.9 30 8.0 55 15.2 154 16.7 13 14.1 268 12.4
他業務 75 38.9 71 32.3 128 34.3 141 39.0 186 20.2 26 28.3 627 29.0
職業等なし 8 4.1 28 12.7 38 10.2 23 6.4 306 33.3 10 10.9 413 19.1
社会福祉施設・事業所(公益法人等) 68 35.2 65 29.5 117 31.4 101 27.9 158 17.2 28 30.4 537 24.9
現在の業種等 医療機関 15 7.8 28 12.7 40 10.7 20 5.5 15 1.6 9 9.8 127 5.9
公務員 59 30.6 46 20.9 95 25.5 104 28.7 141 15.3 13 14.1 458 21.2
社会福祉協議会 8 4.1 20 9.1 20 5.4 21 5.8 17 1.8 0 0.0 86 4.0
福祉団体 0 0.0 0 0.0 0 0.0 5 1.4 9 1.0 2 2.2 16 0.7
福祉関連企業 12 6.2 4 1.8 8 2.1 5 1.4 6 0.7 2 2.2 37 1.7
その他企業(一般企業) 11 5.7 13 5.9 18 4.8 15 4.1 15 1.6 7 7.6 79 3.7
教育研究機関 1 0.5 3 1.4 8 2.1 14 3.9 55 6.0 3 3.3 84 3.9
大学院 2 1.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 0.2 0 0.0 4 0.2
その他 8 4.1 15 6.8 21 5.6 47 13.0 103 11.2 8 8.7 202 9.4
職業等なし 7 3.6 26 11.8 42 11.3 25 6.9 357 38.8 12 13.0 469 21.7
無回答 2 1.0 0 0.0 4 1.1 5 1.4 42 4.6 8 8.7 61 2.8
１年未満 41 21.2 23 10.5 24 6.4 37 10.2 54 5.9 12 13.0 191 8.8
1-3 年未満 72 37.3 16 7.3 21 5.6 12 3.3 36 3.9 5 5.4 162 7.5
3-5 年未満 56 29.0 47 21.4 26 7.0 16 4.4 42 4.6 11 12.0 198 9.2
 5-10 年未満 5 2.6 113 51.4 97 26.0 46 12.7 52 5.7 13 14.1 326 15.1
10-20 年未満 0 0.0 4 1.8 179 48.0 79 21.8 73 7.9 17 18.5 352 16.3
20 年以上 1 0.5 1 0.5 2 0.5 126 34.8 468 50.9 15 16.3 613 28.4
無回答 18 9.3 16 7.3 24 6.4 46 12.7 195 21.2 19 20.7 318 14.7
卒後継続勤務 離転職あり 11 5.7 118 53.6 200 53.6 210 58.0 345 37.5 76 82.6 960 44.4
継続勤務 178 92.2 75 34.1 130 34.9 124 34.3 288 31.3 0 0.0 795 36.8
現在職業なし 4 2.1 25 11.4 41 11.0 24 6.6 285 31.0 12 13.0 391 18.1
全体 193 100.0 220 100.0 373 100.0 362 100.0 920 100.0 92 100.0 2160 100.0
産休・育休 産･育休離転職なし 131 95.6 127 72.2 149 55.8 127 50.6 334 66.9 45 67.2 913 65.4
（女性） 産･育離転職後、現在常勤 3 2.2 21 11.9 59 22.1 61 24.3 49 9.8 12 17.9 205 14.7
産･育休離転職後、現在ﾊﾟｰﾄ 0 0.0 9 5.1 31 11.6 46 18.3 47 9.4 7 10.4 140 10.0
産･育休離転職後、現在無職 2 1.5 19 10.8 23 8.6 15 6.0 61 12.2 2 3.0 122 8.7
産･育休離転職、現在不明 1 0.7 0 0.0 5 1.9 2 0.8 8 1.6 1 1.5 17 1.2







5年未満 5-10年 10-20年 20-30年 30年以上 不明
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
満足 30 15.5 37 16.8 45 12.1 42 11.6 146 15.9 11 12.0 311 14.4
どちらかというと満足 62 32.1 84 38.2 133 35.7 125 34.5 282 30.7 25 27.2 711 32.9
どちらともいえない 76 39.4 70 31.8 149 39.9 144 39.8 299 32.5 33 35.9 771 35.7
どちらかというと不満 17 8.8 19 8.6 33 8.8 39 10.8 70 7.6 8 8.7 186 8.6
不満 6 3.1 5 2.3 8 2.1 4 1.1 15 1.6 2 2.2 40 1.9
無回答 2 1.0 5 2.3 5 1.3 8 2.2 108 11.7 13 14.1 141 6.5
よく考える 59 30.6 53 24.1 89 23.9 77 21.3 162 17.6 23 25.0 463 21.4
ときどき考える 91 47.2 138 62.7 201 53.9 195 53.9 291 31.6 38 41.3 954 44.2
あまり考えない 38 19.7 24 10.9 65 17.4 73 20.2 209 22.7 17 18.5 426 19.7
まったく考えない 4 2.1 4 1.8 10 2.7 10 2.8 38 4.1 2 2.2 68 3.1
無回答 1 0.5 1 0.5 8 2.1 7 1.9 220 23.9 12 13.0 249 11.5























領域の仕事を経験」の経験を多く持つ。一方「教育 ･研修 ･SV 業務に従事」を除いて、「転職
の経験はない」は同程度（25％前後）以下であった。
　「あなたの経験を買われて転職」は 10.8％ある。「教育 ･研修 ･SV 業務に従事」「主な領域 =
保健医療福祉」の類型において、その割合が 18％程度と比較的高い。
　「キャリアを向上させることを目的に転職」は全体で 8.7％ある。「産育休 ･離転職あり / 卒
後 20 年未満」「主な領域 =保健医療福祉」の標的類型でその割合が 17％程度を占める。
　「キャリア向上を目的に大学院や大学に入学したことがある」は全体で 5.3％だった。「教育








の研修・講習会を受講」（同 5.6％）については、共通して、「教育 ･研修 ･SV業務に従事」「主





族の理解」（同 18.0％）が挙げられる。職場環境については、「卒後 10 年未満」の類型で多く







％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
よく考える 27.1 19.8 22.8 28.4 28.7 32.7 37.5 463 21.4
ときどき考える 55.4 41.5 56.1 45.9 49.7 67.3 47.5 954 44.2
あまり考えない 15.0 21.0 16.7 20.6 12.2 - 11.8 426 19.7
まったく考えない 1.9 3.5 1.7 2.4 0.6 - 0.9 68 3.1
全体％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0




％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％




つかの領域の仕事を経験した 18.9 30.8 34.4 33.3 40.3 30.4 31.7 608 28.1
転職の経験はない（同じ職場でキャリア形
成） 36.3 23.1 13.3 31.1 18.2 26.5 27.2 546 25.3
結婚・育児のために転職･離職したことが
ある（同じ職場での復職予定なし） 8.2 17.9 59.4 9.2 17.1 16.9 14.7 344 15.9
あなたの経験を買われて、頼まれて転職 2.7 12.7 2.8 18.2 18.8 10.9 13.9 234 10.8
結婚・育児のために休職･離職した経験
（同じ職場で復職、復職予定） 5.8 9.6 48.3 10.2 10.5 10.0 11.6 192 8.9
キャリアを向上させることを目的に転職 14.8 7.0 17.2 11.2 17.1 11.1 13.8 188 8.7
キャリア向上を目的に大学院や大学に入
学したことがある 6.1 5.1 5.0 10.4 6.6 7.0 9.6 115 5.3
その他のキャリア形成の経験がある 1.9 3.3 1.1 3.9 1.7 3.7 3.8 63 2.9
就職したことない（家事手伝・専業主婦等
を含む） 1.2 0.4 0.6 0.0 0.0 0.5 0.4 13 0.6
以上のうち、当てはまるものがない 17.7 11.9 0.0 8.3 5.0 10.2 9.2 280 13.0
成年後見､虐待防止､ホームレス支援など
の専門領域の講習会受講 17.7 16.8 19.4 23.8 34.8 20.6 28.8 361 16.7
介護支援専門員実務研修受講の経験 6.1 16.8 28.9 20.1 32.6 17.7 21.6 317 14.7
学会･協会大会などで研究発表を行った
経験
3.6 15.2 5.6 27.7 33.1 14.7 19.7 278 12.9
福祉系大学が行う実践研究に関する研
修・講習会を受講した経験 6.5 7.0 5.0 13.1 11.6 8.6 12.3 152 7.0
専門誌において研究報告、実践報告を行
う
1.2 8.1 0.6 16.5 9.9 7.6 10.0 150 6.9
介護支援専門員専門研修Ⅰ及びⅡの受
講
1.5 7.6 12.2 10.0 13.8 7.5 8.7 137 6.3
スーパーバイザーから、一定期間、スー
パービジョンを受けた経験 3.6 6.1 5.0 8.7 19.9 6.1 8.2 121 5.6
福祉系大学が行う実践能力向上のための
研修・講習会を受講 5.3 5.6 2.8 11.7 11.0 6.7 11.2 120 5.6
介護技術技講習の受講の経験 4.8 5.0 5.6 6.3 4.4 6.2 6.0 107 5.0
社会福祉士会等が実施する実習指導者
講習会の受講 3.6 5.1 7.8 10.2 11.6 6.2 8.7 104 4.8
社会福祉士会等が実施するスーパーバイ
ザー養成研修の受講 1.2 3.7 3.3 5.6 9.9 3.7 4.7 68 3.1
その他 4.6 6.3 5.6 8.3 6.6 6.9 8.0 132 6.1
以上に、該当するものはない 55.4 43.9 42.8 31.6 22.7 41.8 32.8 990 45.8
全体％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0


















































％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
よく考える 27.1 19.8 22.8 28.4 28.7 32.7 37.5 463 21.4
ときどき考える 55.4 41.5 56.1 45.9 49.7 67.3 47.5 954 44.2
あまり考えない 15.0 21.0 16.7 20.6 12.2 - 11.8 426 19.7
まったく考えない 1.9 3.5 1.7 2.4 0.6 - 0.9 68 3.1
全体％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0




％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％




つかの領域の仕事を経験した 18.9 30.8 34.4 33.3 40.3 30.4 31.7 608 28.1
転職の経験はない（同じ職場でキャリア形
成） 36.3 23.1 13.3 31.1 18.2 26.5 27.2 546 25.3
結婚・育児のために転職･離職したことが
ある（同じ職場での復職予定なし） 8.2 17.9 59.4 9.2 17.1 16.9 14.7 344 15.9
あなたの経験を買われて、頼まれて転職 2.7 12.7 2.8 18.2 18.8 10.9 13.9 234 10.8
結婚・育児のために休職･離職した経験
（同じ職場で復職、復職予定） 5.8 9.6 48.3 10.2 10.5 10.0 11.6 192 8.9
キャリアを向上させることを目的に転職 14.8 7.0 17.2 11.2 17.1 11.1 13.8 188 8.7
キャリア向上を目的に大学院や大学に入
学したことがある 6.1 5.1 5.0 10.4 6.6 7.0 9.6 115 5.3
その他のキャリア形成の経験がある 1.9 3.3 1.1 3.9 1.7 3.7 3.8 63 2.9
就職したことない（家事手伝・専業主婦等
を含む） 1.2 0.4 0.6 0.0 0.0 0.5 0.4 13 0.6
以上のうち、当てはまるものがない 17.7 11.9 0.0 8.3 5.0 10.2 9.2 280 13.0
成年後見､虐待防止､ホームレス支援など
の専門領域の講習会受講 17.7 16.8 19.4 23.8 34.8 20.6 28.8 361 16.7
介護支援専門員実務研修受講の経験 6.1 16.8 28.9 20.1 32.6 17.7 21.6 317 14.7
学会･協会大会などで研究発表を行った
経験
3.6 15.2 5.6 27.7 33.1 14.7 19.7 278 12.9
福祉系大学が行う実践研究に関する研
修・講習会を受講した経験 6.5 7.0 5.0 13.1 11.6 8.6 12.3 152 7.0
専門誌において研究報告、実践報告を行
う
1.2 8.1 0.6 16.5 9.9 7.6 10.0 150 6.9
介護支援専門員専門研修Ⅰ及びⅡの受
講
1.5 7.6 12.2 10.0 13.8 7.5 8.7 137 6.3
スーパーバイザーから、一定期間、スー
パービジョンを受けた経験 3.6 6.1 5.0 8.7 19.9 6.1 8.2 121 5.6
福祉系大学が行う実践能力向上のための
研修・講習会を受講 5.3 5.6 2.8 11.7 11.0 6.7 11.2 120 5.6
介護技術技講習の受講の経験 4.8 5.0 5.6 6.3 4.4 6.2 6.0 107 5.0
社会福祉士会等が実施する実習指導者
講習会の受講 3.6 5.1 7.8 10.2 11.6 6.2 8.7 104 4.8
社会福祉士会等が実施するスーパーバイ
ザー養成研修の受講 1.2 3.7 3.3 5.6 9.9 3.7 4.7 68 3.1
その他 4.6 6.3 5.6 8.3 6.6 6.9 8.0 132 6.1
以上に、該当するものはない 55.4 43.9 42.8 31.6 22.7 41.8 32.8 990 45.8
全体％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0




















































％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
職場の研修機会の充実 33.9 27.9 26.7 27.9 26.0 29.6 27.9 621 28.8
職場内での適切なスーパービジョン 41.4 22.6 29.4 25.2 28.7 29.1 32.2 565 26.2
職場（上司・同僚）の理解 32.7 22.0 29.4 22.8 31.5 26.9 29.2 520 24.1
家族の理解 11.4 19.7 38.3 18.0 19.3 20.6 19.0 389 18.0
年間所得のアップ 22.8 10.3 18.9 13.3 11.0 16.5 16.1 279 12.9
休日のセミナー開催 13.6 10.8 5.0 16.5 12.7 13.1 13.6 239 11.1
通信教育の充実 10.4 10.9 12.8 9.0 12.2 12.5 13.4 231 10.7
保育施設・夜間保育などの子育て支援態
勢
15.3 7.3 32.2 7.5 11.0 9.5 10.9 194 9.0
夜間・週末のリカレント講座開講 10.4 8.4 5.6 12.1 12.2 10.6 13.9 190 8.8
夜間休日の大学院講座開講 5.6 8.3 5.0 11.9 13.3 10.0 13.6 165 7.6
通信制大学院の開設 3.1 7.8 5.6 10.2 7.7 8.4 11.8 147 6.8
インターネットを活用したe- ランニン
グ
4.8 7.1 7.2 6.6 7.2 8.5 9.8 143 6.6
遠隔地での出張講座 3.1 5.6 5.0 8.3 5.0 6.0 6.0 109 5.0
教育訓練給付制度等の活用 6.5 4.5 3.9 4.9 6.6 6.2 6.3 108 5.0
その他 3.4 4.4 2.8 6.1 4.4 4.4 3.8 91 4.2
以上に当てはまるものはない 5.6 14.0 2.8 8.7 8.3 7.6 4.0 261 12.1
リカレント講座 44.8 36.5 42.8 46.8 50.3 46.9 63.6 826 38.2
通信教育科 23.5 22.4 27.2 25.0 22.7 26.7 29.7 483 22.4
専門職大学院 25.9 19.7 31.1 23.3 32.0 26.4 38.6 453 21.0
研究大学院 14.3 15.3 14.4 22.6 23.8 19.1 30.6 330 15.3
学内学会（日社大・社会福祉学会） 12.8 10.0 6.1 16.5 11.0 12.1 17.9 226 10.5
ホームカミングデイ 11.9 4.8 11.1 7.3 6.6 7.5 10.3 133 6.2
その他 1.5 2.7 1.1 4.1 2.8 2.3 2.0 53 2.5
以上のうち関心のあるものはない 21.8 29.4 23.9 19.9 18.8 20.6 6.3 602 27.9
専門的知識の習得 63.2 41.1 55.6 52.9 58.0 53.0 64.9 979 45.3
専門的技術の習得 61.3 38.7 48.3 49.0 57.5 50.1 64.3 930 43.1
スーパーバイザーとしての
能力の習得 24.9 26.6 24.4 43.2 39.8 31.8 42.9 566 26.2
資格の取得 33.2 21.2 27.2 25.5 26.0 27.7 31.5 505 23.4
経営・管理能力の習得 16.9 21.7 13.3 29.1 22.7 24.6 28.6 444 20.6
実践的研究能力の習得 15.5 20.4 16.7 30.8 29.8 23.0 34.4 416 19.3
実践プログラム改善・向上の
ためのアプローチ法の習得
14.8 14.7 12.8 23.8 18.8 18.1 30.1 317 14.7
子育後の職場復帰のための
知識・技能の習得
18.9 9.1 36.1 7.0 10.5 12.6 13.4 247 11.4
これまでと異なる進路の模索 10.7 6.9 7.8 6.8 4.4 9.2 7.6 165 7.6
その他 0.5 1.2 0.0 1.2 2.2 1.0 1.1 23 1.1
以上のうち当てはまるものはない 3.9 13.3 4.4 7.8 6.6 6.2 1.4 244 11.3
高関心 39.0 22.3 31.1 35.0 33.1 33.1 - 552 25.6
中関心 34.1 24.4 37.2 31.3 34.8 31.2 - 562 26.0
低関心 18.6 32.1 25.6 22.6 22.1 23.4 - 629 29.1
大いに関心がある 10.4 8.3 9.4 13.8 13.8 11.1 29.0 189 8.8
ある程度関心がある 54.5 35.8 50.0 46.6 50.8 48.1 69.2 851 39.4
あまり関心がない 23.5 27.6 26.1 25.5 20.4 24.7 1.8 568 26.3
まったく関心がない 5.3 9.7 8.9 3.9 5.5 5.8 0.0 191 8.8
大いに関心がある 5.3 5.1 5.0 9.7 6.1 6.5 17.9 111 5.1
ある程度関心がある 47.7 30.2 41.7 41.5 47.5 41.9 73.6 725 33.6
あまり関心がない 34.1 35.5 37.8 35.0 30.4 34.4 8.2 750 34.7
まったく関心がない 6.1 10.7 9.4 5.1 7.2 6.6 0.0 213 9.9
全体％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0














































「リカレント講座」（同 38.2%）、「通信教育科」（同 22.4%）、「専門職大学院」（同 21.0％）、「研
究大学院」（同 15.3％）の順に多い。「リカレント講座」と「専門職大学院」については、「卒
後 10 年未満」「産育休 ･離転職あり / 卒後 20 年未満」「主な領域 =保健医療福祉」「より良いキャ
リア形成考慮」「高 EBP 関心」の各標的類型で高い割合を示した。「研究大学院」は、「主な領





･SV業務に従事」「主な領域 =保健医療福祉」「より良いキャリア形成考慮」「高 EBP 関心」の
各類型で選択率が高い。



























10 年未満」、中でも「卒後 5-10 年未満」）、「産育休 ･離転職あり / 卒後 20 年未満」「教育 ･研
修 ･SV 業務に従事」「主な領域 =保健医療福祉」「より良いキャリア形成考慮」「高 EBP 関心」
の標的類型が同定された。







  次に、女性で卒後年数が「5-10 年未満」「10-20 年未満」の層には、「産育休 ･離転職あり / 卒


































こと、「卒後 5-10 年」のキャリア形成意識が高く卒後 10 年迄に適切なキャリア形成支援が必
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